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2020 年 1 月に日本国内において新型コロナウイルス感染症（COVID-19）第一例が確認され、全く収束

の兆しが見えないまま 2020 年度は過ぎていきました。 

本会は公益社団法人として、県民の医療・保健・福祉の増進に寄与することを目的に事業計画を立て、多岐

に渡る活動をしてまいりましたが、COVID-19 は本会の事業にも大きな影響を及ぼしました。 

10 月 17 日・18 日に担当士会として開催予定であった第 39 回関東甲信越ブロック理学療法学会は協議

会における検討を経て中止が決定され、県内の会員ばかりではなく、関東甲信越ブロック理学療法士の学ぶ機

会を失ってしまいました。その他、高齢者の介護予防を目的に継続してきた介護予防関連事業についても中止

せざるを得ない状況となりました。そのようなコロナ禍において、本会は事業実施の方法について検討を重ね、

不十分ながらも一部の事業について新たな形で実施してまいりました。 

7 月 5 日に実施されました第 24 回茨城県理学療法士学会は当初中止も視野に検討を進めましたが、学会実

行委員の尽力によりオンライン形式にて開催することができました。私たち理学療法士は学び止めてはいけな

いことを示すことができました。また介護予防関連事業については対面形式での実施はできませんでしたが、

介護予防の啓発として、県内全市町村に理学療法ハンドブックを配布し、介護予防の重要性を訴えることがで

きました。一方、筑西市に開所した相談支援事業所ひなたでは 100 名を超える利用者との契約を結び、筑西

周辺地区の福祉に貢献することができました。 

研修会などは開催形式を変え、オンラインを活用することで、十分な内容で開催することが可能であること

を学びました。また、本会の責務である、県民の医療・保健・福祉の増進に寄与することについても、工夫す

ることで十分お役に立てることも学びました。COVID-19 の収束の兆しが見えない状況でこれらのことを学

んだことは、本会にとっては大きな力を得たものと思います。 

昨年度組織強化の一環として立ち上げた学生会員制度については、残念ながら学生会員同士の交流を図るこ

とはできませんでしたが、県内病院・施設と学生間でオンラインによる就職懇談会を実施し、県内養成校の卒

業生の多くを県内就職に導くことができました。今後彼らをしっかりと育てていく環境を提供することも本会

の役目であると思っております。 

2021 年度には本会は設立 50 周年を迎えます。大変厳しい状況の中でもしっかりと、県民の医療・保健・

福祉の増進に寄与する基盤形成ができた 1 年となったのではないかと思います。 

COVID-19 により、私たち医療従事者は大変な状況ではございますが、しっかりと手を取り合って、立ち向

かってまいりたいと思います。関係各位におかれましては今後ともより一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。 
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令令和和２２年年度度事事業業報報告告  

ⅠⅠ．．公公益益目目的的事事業業  
１１．．理理学学療療法法をを通通じじてて県県民民のの保保健健・・医医療療・・福福祉祉のの増増進進とと支支援援にに寄寄与与すするる事事業業  

（（１１））地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムにに関関すするる事事業業  

１）障害者（児）支援に関する理学療法士派遣事業 

○水戸特別支援学校への外部専門家（理学療法士）派遣事業（月１回） 

派遣：５回 延べ ５名 

○茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

    ○障害者相談支援事業 

     障害者相談支援事業所は茨城県リハビリテーション専門職協会へ委託 

２）高齢者の福祉増進に関する事業への協力・理学療法士派遣事業 

  〇茨城県立健康プラザ介護予防推進室への理学療法士派遣・協力事業 

派遣者：９名 

○茨城県回復期リハビリテーション病棟の会への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

○茨城県生活期リハビリテーション協議会（茨城県訪問リハビリテーション協議会より改称）

への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

３）市町村支援に関する事業 

    本会が推薦し茨城県リハビリテーション専門職協会の委嘱を受けた会員である理学療法士を 

４４市町村に配置し、各種事業に対応 

４）地域自立支援センター事業 

○北茨城地域自立支援センター 

①退院（所）時あるいは退院（所）前在宅訪問事業 

訪問件数：１件（訪問、退院前カンファレンス、退院前訪問：６回） 

②住民運営の「通いの場」等への関与促進事業 

 小川地区介護予防教室 

実施回数：８回  参加者：７０名 

 元気ステーションへの通い（個別） 

        実施回数：１８回 参加者：１８名 

 元気ステーションでの集い（集団） 

実施回数：８回  参加者：１１名 

 認知力アップ教室実施協力 

実施回数：７回  参加者：４１名 

 サロンでの講話 

  実施回数：２件  参加者：２０名 

 公民館活動への支援 

  実施回数：２件  参加者：２３名 

 地域活動支援センターでの体力測定結果報告作成・説明 

実施箇所：２カ所 

※新型コロナウイルス感染症予防の為定期実施を見合わせた時期・場所あり 

③共同利用型訪問リハビリテーション事業   

  訪問件数：３８８件（実施型：３２１件、指導型：６７件） 

  サービス担当者会議・ケア会議への出席 出席件数：７件 

  地域ケア会議への出席 出席回数：８回 

  地域ケアシステムサービス調整会議：１件（事例提供） 

  北茨城市主任介護支援専門員研修会講師：１件 

  来所相談 ６４件 

  電話相談 ４３件 

〔 ②・③での登録プロボノの活動実績 〕 

・登録プロボノ：２名 実施回数：４回 



2

表表彰彰  
 

【【令令和和 22 年年度度茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会表表彰彰  功功労労賞賞】】  
  

受賞者：鈴木 康文 

前田 信道 

森田 英隆 
 
 
 
【【令令和和 22 年年度度茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会表表彰彰  功功績績賞賞】】  
  

受賞者：照山 雪絵 

直井 洋明 

藤田 政大 

松井 弘子 

山野 琢磨 
 
 
 
【【令令和和 22 年年度度茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会表表彰彰  学学術術賞賞】】  

 

受賞者：仲山 勉 
 

 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令令和和２２年年度度事事業業報報告告  

ⅠⅠ．．公公益益目目的的事事業業  
１１．．理理学学療療法法をを通通じじてて県県民民のの保保健健・・医医療療・・福福祉祉のの増増進進とと支支援援にに寄寄与与すするる事事業業  

（（１１））地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムにに関関すするる事事業業  

１）障害者（児）支援に関する理学療法士派遣事業 

○水戸特別支援学校への外部専門家（理学療法士）派遣事業（月１回） 

派遣：５回 延べ ５名 

○茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

    ○障害者相談支援事業 

     障害者相談支援事業所は茨城県リハビリテーション専門職協会へ委託 

２）高齢者の福祉増進に関する事業への協力・理学療法士派遣事業 

  〇茨城県立健康プラザ介護予防推進室への理学療法士派遣・協力事業 

派遣者：９名 

○茨城県回復期リハビリテーション病棟の会への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

○茨城県生活期リハビリテーション協議会（茨城県訪問リハビリテーション協議会より改称）

への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

３）市町村支援に関する事業 

    本会が推薦し茨城県リハビリテーション専門職協会の委嘱を受けた会員である理学療法士を 

４４市町村に配置し、各種事業に対応 

４）地域自立支援センター事業 

○北茨城地域自立支援センター 

①退院（所）時あるいは退院（所）前在宅訪問事業 

訪問件数：１件（訪問、退院前カンファレンス、退院前訪問：６回） 

②住民運営の「通いの場」等への関与促進事業 

 小川地区介護予防教室 

実施回数：８回  参加者：７０名 

 元気ステーションへの通い（個別） 

        実施回数：１８回 参加者：１８名 

 元気ステーションでの集い（集団） 

実施回数：８回  参加者：１１名 

 認知力アップ教室実施協力 

実施回数：７回  参加者：４１名 

 サロンでの講話 

  実施回数：２件  参加者：２０名 

 公民館活動への支援 

  実施回数：２件  参加者：２３名 

 地域活動支援センターでの体力測定結果報告作成・説明 

実施箇所：２カ所 

※新型コロナウイルス感染症予防の為定期実施を見合わせた時期・場所あり 

③共同利用型訪問リハビリテーション事業   

  訪問件数：３８８件（実施型：３２１件、指導型：６７件） 

  サービス担当者会議・ケア会議への出席 出席件数：７件 

  地域ケア会議への出席 出席回数：８回 

  地域ケアシステムサービス調整会議：１件（事例提供） 

  北茨城市主任介護支援専門員研修会講師：１件 

  来所相談 ６４件 

  電話相談 ４３件 

〔 ②・③での登録プロボノの活動実績 〕 

・登録プロボノ：２名 実施回数：４回 
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（（１１））地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムにに関関すするる事事業業  

１）障害者（児）支援に関する理学療法士派遣事業 

○水戸特別支援学校への外部専門家（理学療法士）派遣事業（月１回） 

派遣：５回 延べ ５名 

○茨城における小児の発達を支える地域リハビリテーションを考える会への協力（世話人派遣） 
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     障害者相談支援事業所は茨城県リハビリテーション専門職協会へ委託 

２）高齢者の福祉増進に関する事業への協力・理学療法士派遣事業 

  〇茨城県立健康プラザ介護予防推進室への理学療法士派遣・協力事業 

派遣者：９名 

○茨城県回復期リハビリテーション病棟の会への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

○茨城県生活期リハビリテーション協議会（茨城県訪問リハビリテーション協議会より改称）

への協力（世話人派遣） 

派遣者：１名 

３）市町村支援に関する事業 

    本会が推薦し茨城県リハビリテーション専門職協会の委嘱を受けた会員である理学療法士を 

４４市町村に配置し、各種事業に対応 

４）地域自立支援センター事業 

○北茨城地域自立支援センター 

①退院（所）時あるいは退院（所）前在宅訪問事業 

訪問件数：１件（訪問、退院前カンファレンス、退院前訪問：６回） 

②住民運営の「通いの場」等への関与促進事業 

 小川地区介護予防教室 

実施回数：８回  参加者：７０名 

 元気ステーションへの通い（個別） 

        実施回数：１８回 参加者：１８名 

 元気ステーションでの集い（集団） 

実施回数：８回  参加者：１１名 

 認知力アップ教室実施協力 

実施回数：７回  参加者：４１名 

 サロンでの講話 

  実施回数：２件  参加者：２０名 

 公民館活動への支援 

  実施回数：２件  参加者：２３名 

 地域活動支援センターでの体力測定結果報告作成・説明 

実施箇所：２カ所 

※新型コロナウイルス感染症予防の為定期実施を見合わせた時期・場所あり 

③共同利用型訪問リハビリテーション事業   

  訪問件数：３８８件（実施型：３２１件、指導型：６７件） 

  サービス担当者会議・ケア会議への出席 出席件数：７件 

  地域ケア会議への出席 出席回数：８回 

  地域ケアシステムサービス調整会議：１件（事例提供） 

  北茨城市主任介護支援専門員研修会講師：１件 

  来所相談 ６４件 

  電話相談 ４３件 

〔 ②・③での登録プロボノの活動実績 〕 

・登録プロボノ：２名 実施回数：４回 
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〇筑西地域自立支援センター 

①障害者相談支援事業

障害者相談支援事業所の運営を茨城県リハビリテーション専門職協会へ委託 

実利用者：１０３名（障害児３３名、障害者７０名） 

内訳：身体障害１２名、知的障害１２名、精神障害７９名 

②無料職業紹介事業 ４を参照（⇒P11）

公公益益社社団団法法人人茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会ででのの大大学学院院イインンタターーンンシシッッププのの経経験験  

國谷 伸一（立川記念病院） 

インターンシップ期間 ２０２０年７月２０日～７月３１日

私が所属する筑波大学大学院フロンティア医科学学位プログラムでは、社会人学生もインターンシ

ップが必修科目として設けられています。私の研究分野は福祉医療学であり、障がい者が住み慣れた

地域で自立した生活を続けるためには、また社会参加を遂げるためにはどのような支援が効果的なの

かを明らかにすることを研究目的にしています。さらに、勤務先では障害福祉サービスの自立訓練

（機能訓練）事業の管理・運営に関わっています。そのような理由で、茨城県理学療法士会で行われて

いる障がい者相談支援事業のインターンシップを志望しました。  

実習では、障害福祉事業所見学やモニタリング報告書作成、サービス担当者会議を経験しました。障

害を良く知る理学療法士が相談支援に従事する意義を考える機会、また様々な当事者やご家族、その

方々を支える支援者の方々と意見交換をする機会を得て、今後の研究や臨床の糧としていきたいと考

えています。 

５）茨城県訪問リハビリテーション実務者研修会（茨城県在宅リハビリテーション研修会）の開催 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

６）介護予防キャラバン事業：県内市町村事業・関連団体事業への協力 

介護予防キャラバン 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

茨城県看護協会「まちの保健室」との共同事業への会員派遣 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

７）介護予防フェスティバル事業 

①介護予防フェスティバル事業 

非実施 

②シルバーリハビリ体操フェスティバル事業 

・令和２年７月１２日に開催予定であったシルバーリハビリフェスティバル事業は、新型コ

ロナウイルス感染症予防の為中止。代替措置として、県内市町村に理学療法ハンドブック

（日本理学療法士協会作成：８種類）を配布し、介護予防の重要性等の啓発を行った。 

・日本理学療法士協会 シルバーリハビリ体操全国オンラインフェスティバルへの協力 

期 日：令和３年２月８日 

会 場：茨城県立健康プラザ、取手市役所、北茨城市コミュニテニィケア総合センター  

元気ステーション 

内 容：大田仁史先生の講演、各指導士会紹介＆エール交換、シルバーリハビリ体操実技  

参加者：４７名（３会場合計） 

（（２２））ススポポーーツツ支支援援関関連連事事業業  

 １）野球支援事業 

○第７２回 春季関東地区高校野球茨城大会  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

○第１０２回 全国高校野球選手権茨城大会  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

○第７３回 秋季関東地区高校野球茨城大会  

新型コロナウイルス感染症予防の為メディカルチェックは実施せず 

○野球支援会議 

期 日：令和３年３月２５日 

会 場：ＷＥＢ 

参加者：１９名 

内 容：高校野球メディカルチェックの振り返り（好事例やトラブル事例） 

  メディカルチェック時の感染予防対策について 

  ２）スポーツ支援事業 

〇スポーツ傷害予防のための啓発活動（障がい児、障がい者の運動導入教室実施） 

新型コロナウイルス感染症予防の為開催見合わせ。代替手段として、障がい児・障がい者の

ための運動導入教室の普及啓発ビデオの制作 

〇スポーツ関連支援会議への出席 

① 第２回全国都道府県士会学校保健・特別支援教育担当者会議 (東日本地区) 

期日：令和２年１１月１５日  会場：ＷＥＢ 

② 日本理学療法士協会スポーツ理学療法運営担当者会議 

期日：令和３年１月２３日     会場：ＷＥＢ 

③ 全国障害者スポーツ大会理学療法連絡協議会 

期日：令和３年１月３１日     会場：ＷＥＢ 
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②無料職業紹介事業 ４を参照（⇒P11）

公公益益社社団団法法人人茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会ででのの大大学学院院イインンタターーンンシシッッププのの経経験験  

國谷 伸一（立川記念病院） 

インターンシップ期間 ２０２０年７月２０日～７月３１日

私が所属する筑波大学大学院フロンティア医科学学位プログラムでは、社会人学生もインターンシ

ップが必修科目として設けられています。私の研究分野は福祉医療学であり、障がい者が住み慣れた

地域で自立した生活を続けるためには、また社会参加を遂げるためにはどのような支援が効果的なの

かを明らかにすることを研究目的にしています。さらに、勤務先では障害福祉サービスの自立訓練

（機能訓練）事業の管理・運営に関わっています。そのような理由で、茨城県理学療法士会で行われて

いる障がい者相談支援事業のインターンシップを志望しました。  

実習では、障害福祉事業所見学やモニタリング報告書作成、サービス担当者会議を経験しました。障

害を良く知る理学療法士が相談支援に従事する意義を考える機会、また様々な当事者やご家族、その

方々を支える支援者の方々と意見交換をする機会を得て、今後の研究や臨床の糧としていきたいと考

えています。 

５）茨城県訪問リハビリテーション実務者研修会（茨城県在宅リハビリテーション研修会）の開催 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

６）介護予防キャラバン事業：県内市町村事業・関連団体事業への協力 

介護予防キャラバン 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

茨城県看護協会「まちの保健室」との共同事業への会員派遣 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

７）介護予防フェスティバル事業 

①介護予防フェスティバル事業 

非実施 

②シルバーリハビリ体操フェスティバル事業 

・令和２年７月１２日に開催予定であったシルバーリハビリフェスティバル事業は、新型コ

ロナウイルス感染症予防の為中止。代替措置として、県内市町村に理学療法ハンドブック

（日本理学療法士協会作成：８種類）を配布し、介護予防の重要性等の啓発を行った。 

・日本理学療法士協会 シルバーリハビリ体操全国オンラインフェスティバルへの協力 

期 日：令和３年２月８日 

会 場：茨城県立健康プラザ、取手市役所、北茨城市コミュニテニィケア総合センター  

元気ステーション 

内 容：大田仁史先生の講演、各指導士会紹介＆エール交換、シルバーリハビリ体操実技  

参加者：４７名（３会場合計） 

（（２２））ススポポーーツツ支支援援関関連連事事業業  

 １）野球支援事業 

○第７２回 春季関東地区高校野球茨城大会  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

○第１０２回 全国高校野球選手権茨城大会  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

○第７３回 秋季関東地区高校野球茨城大会  

新型コロナウイルス感染症予防の為メディカルチェックは実施せず 

○野球支援会議 

期 日：令和３年３月２５日 

会 場：ＷＥＢ 

参加者：１９名 

内 容：高校野球メディカルチェックの振り返り（好事例やトラブル事例） 

  メディカルチェック時の感染予防対策について 

  ２）スポーツ支援事業 

〇スポーツ傷害予防のための啓発活動（障がい児、障がい者の運動導入教室実施） 

新型コロナウイルス感染症予防の為開催見合わせ。代替手段として、障がい児・障がい者の

ための運動導入教室の普及啓発ビデオの制作 

〇スポーツ関連支援会議への出席 

① 第２回全国都道府県士会学校保健・特別支援教育担当者会議 (東日本地区) 

期日：令和２年１１月１５日  会場：ＷＥＢ 

② 日本理学療法士協会スポーツ理学療法運営担当者会議 

期日：令和３年１月２３日     会場：ＷＥＢ 

③ 全国障害者スポーツ大会理学療法連絡協議会 

期日：令和３年１月３１日     会場：ＷＥＢ 
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障害者相談支援事業所の運営を茨城県リハビリテーション専門職協会へ委託 
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内訳：身体障害１２名、知的障害１２名、精神障害７９名 
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２２．．理理学学療療法法ににおおけけるる学学術術及及びび科科学学技技術術のの振振興興をを目目的的ととすするる事事業業  

（（１１））第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会のの開開催催

期 日：令和２年７月５日

会 場：web 上開催（ＷＥＢ）

テーマ：変化する理学療法教育 ～多様なニーズに応えうる理学療法士とは～

学会長：佐藤 誠（ひたちなか総合病院）

参加者：６５名

第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会  学学会会後後記記  

学会長 佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

このたびの新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様と、感染拡大により生活に影響を受けられて 

いる皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

第２４回茨城県理学療法士学会は、７月５日に茨城県立医療大学を会場として開催予定でしたが、感 

染拡大防止のため、m3.com の学会ホームページで演題抄録を閲覧可能とし、演者と座長、学会参加者 

の双方向で質疑応答する形と、学会当日は、Zoom での web 上開催という新たな形式で開催しました。 

m3.com の学会ホームページ上では、掲示板にて演者と座長、学会参加者とで活発な質疑がありました。 

当日の Zoom での web 上開催については、学会参加者の入室管理に時間がかかり、学会開催が 5 分ほ 

ど遅延しましたが、その後は松田理事、佐野準備委員長、当日スタッフの臨機応変な対応と、座長の先

生方のスムーズな進行で、一般演題はトラブルなく、時間通りに終えることができました。  

今回、変化する理学療法の臨床実習教育と生涯学習について講師の先生方に講演していただく予定で

したが、 感染拡大防止により開催形式を変更したため、一般演題のみの学会となりました。そのため、

臨床実習教育をテーマに講演を予定していました、茨城県立医療大学理学療法学科教授大橋ゆかり先生

の寄稿文を学会誌『理学療法いばらき』へ掲載させていただきました。また、学会長企画として生涯学

習をテーマにしていましたので、学会長の立場から私見を掲載させていただきました。本来は、講演、

シンポジウムで変化する理学療法教育について、参加者との意見交換から、多様なニーズに応えうる理

学療法士について、学会を通じて発信できればと考えていましたが、それができずとても残念です。

今後の変化する理学療法教育について、感染防止の点も考慮していかなければならず、直接患者に触

れる臨床実習の在り方、卒後教育についても、集合形式から、オンライン形式へと変わっていくため、

職場教育の在り方も模索していく必要があり、とても難しい時代になると思います。 

最後になりましたが、佐野実行委員長をはじめ本学会の企画・運営を担ってくださいました皆様に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。また、会員の皆様におかれましては、感染症の拡大防

止への対応に追われ慌ただしい状況かと存じます。十分な対策のもと、くれぐれもご自愛ください。 

 （（２２））研研修修会会・・講講習習会会にに関関すするる事事業業  

１）新人教育プログラム研修会の開催 

    日本理学療法士協会より、ｅ-ラーニング受講コンテンツが公開されたため、ｅ-ラーニング受

講が困難な会員向けの研修会を企画した。 

   ・第１回～第１７回   

非実施 

・第１８回 

期日：令和３年１月２４日 参加者：１名 会場：茨城県保健衛生会館  

・第１９回～第２１回  

非実施 

・新人症例検討会 

    期日：令和３年１月２４日 日立、常陸太田・ひたちなかブロック 

期日：令和３年２月２８日 下妻・筑西、古河・坂東、水戸、つくばブロック 

期日：令和３年３月１４日 土浦、取手・龍ヶ崎ブロック 

会場：ＷＥＢ 

２）理学療法士講習会の開催 

   ・期日：令和２年８月９日       会場：茨城県立医療大学 

    テーマ：基礎編／技術 関節可動域治療の基本「運動器系疾患に対する関節可動域治療手技」 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

   ・期日：令和２年９月１３日      会場：アール医療福祉専門学校 

    テーマ：基礎編／技術 筋力増強運動「骨関節系疾患に対する治療手技」 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

   ・期日：令和２年１１月８日      会場：ＷＥＢ 

     テーマ：応用編 スポーツ外傷・障害に対する理学療法 

参加者：３５名 

   ・期日：令和２年１２月６日      会場：ＷＥＢ 

    テーマ：基礎編／理論 発達が障がいされた小児期の人々に対する理学療法の進め方 

参加者：３５名  

３）管理者研修 

・第１回  

期日：令和２年６月２１日      会場：県立健康プラザ  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

・第２回 

期日：令和３年１月２４日      会場：ＷＥＢ 

    参加者：２０名 

４）職場内訪問指導研修 

・定員：３施設 期日：通年 実施：１施設（１２回） 

５）学術誌「理学療法いばらき 第２４巻」の発行 

令和２年６月  発行部数２，９８９部 

（配布先） 

茨城県、県内市町村、県内医療機関、県内介護老人保健施設、県内高等学校、県内医療・福祉

関連団体、日本理学療法士協会、日本理学療法士協会関東甲信越ブロック協議会会長、全国都

道府県理学療法士会事務局、関東甲信越ブロック理学療法士養成校、会員 

   （公開方法） 

    ・医学中央雑誌刊行会 

・医学文献検索サービス「メディカルオンライン」 

６）茨城県理学療法士中級障がい者スポーツ指導員養成講習会の開催 

    非実施 

７）茨城県理学療法士会スポーツ理学療法士養成講習会の開催 

   ・期日：令和３年２月７日  会場：ＷＥＢ 

    参加者：３６名 

   ・期日：令和３年２月２１日 会場：ＷＥＢ 

    テーマ：茨城県スポーツ理学療法士養成講習会 
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参加者：６５名 

 

第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会  学学会会後後記記  

学会長 佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

 

このたびの新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様と、感染拡大により生活に影響を受けられて 

いる皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

第２４回茨城県理学療法士学会は、７月５日に茨城県立医療大学を会場として開催予定でしたが、感 

染拡大防止のため、m3.com の学会ホームページで演題抄録を閲覧可能とし、演者と座長、学会参加者 

の双方向で質疑応答する形と、学会当日は、Zoom での web 上開催という新たな形式で開催しました。 

m3.com の学会ホームページ上では、掲示板にて演者と座長、学会参加者とで活発な質疑がありました。 

当日の Zoom での web 上開催については、学会参加者の入室管理に時間がかかり、学会開催が 5 分ほ 

ど遅延しましたが、その後は松田理事、佐野準備委員長、当日スタッフの臨機応変な対応と、座長の先

生方のスムーズな進行で、一般演題はトラブルなく、時間通りに終えることができました。    

今回、変化する理学療法の臨床実習教育と生涯学習について講師の先生方に講演していただく予定で

したが、 感染拡大防止により開催形式を変更したため、一般演題のみの学会となりました。そのため、

臨床実習教育をテーマに講演を予定していました、茨城県立医療大学理学療法学科教授大橋ゆかり先生

の寄稿文を学会誌『理学療法いばらき』へ掲載させていただきました。また、学会長企画として生涯学

習をテーマにしていましたので、学会長の立場から私見を掲載させていただきました。本来は、講演、

シンポジウムで変化する理学療法教育について、参加者との意見交換から、多様なニーズに応えうる理

学療法士について、学会を通じて発信できればと考えていましたが、それができずとても残念です。 

今後の変化する理学療法教育について、感染防止の点も考慮していかなければならず、直接患者に触

れる臨床実習の在り方、卒後教育についても、集合形式から、オンライン形式へと変わっていくため、

職場教育の在り方も模索していく必要があり、とても難しい時代になると思います。 

最後になりましたが、佐野実行委員長をはじめ本学会の企画・運営を担ってくださいました皆様に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。また、会員の皆様におかれましては、感染症の拡大防

止への対応に追われ慌ただしい状況かと存じます。十分な対策のもと、くれぐれもご自愛ください。 
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２２．．理理学学療療法法ににおおけけるる学学術術及及びび科科学学技技術術のの振振興興をを目目的的ととすするる事事業業  

（（１１））第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会のの開開催催

期 日：令和２年７月５日

会 場：web 上開催（ＷＥＢ）

テーマ：変化する理学療法教育 ～多様なニーズに応えうる理学療法士とは～

学会長：佐藤 誠（ひたちなか総合病院）

参加者：６５名

第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会  学学会会後後記記  

学会長 佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

このたびの新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様と、感染拡大により生活に影響を受けられて 

いる皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

第２４回茨城県理学療法士学会は、７月５日に茨城県立医療大学を会場として開催予定でしたが、感 

染拡大防止のため、m3.com の学会ホームページで演題抄録を閲覧可能とし、演者と座長、学会参加者 

の双方向で質疑応答する形と、学会当日は、Zoom での web 上開催という新たな形式で開催しました。 

m3.com の学会ホームページ上では、掲示板にて演者と座長、学会参加者とで活発な質疑がありました。 

当日の Zoom での web 上開催については、学会参加者の入室管理に時間がかかり、学会開催が 5 分ほ 

ど遅延しましたが、その後は松田理事、佐野準備委員長、当日スタッフの臨機応変な対応と、座長の先

生方のスムーズな進行で、一般演題はトラブルなく、時間通りに終えることができました。  

今回、変化する理学療法の臨床実習教育と生涯学習について講師の先生方に講演していただく予定で

したが、 感染拡大防止により開催形式を変更したため、一般演題のみの学会となりました。そのため、

臨床実習教育をテーマに講演を予定していました、茨城県立医療大学理学療法学科教授大橋ゆかり先生

の寄稿文を学会誌『理学療法いばらき』へ掲載させていただきました。また、学会長企画として生涯学

習をテーマにしていましたので、学会長の立場から私見を掲載させていただきました。本来は、講演、

シンポジウムで変化する理学療法教育について、参加者との意見交換から、多様なニーズに応えうる理

学療法士について、学会を通じて発信できればと考えていましたが、それができずとても残念です。

今後の変化する理学療法教育について、感染防止の点も考慮していかなければならず、直接患者に触

れる臨床実習の在り方、卒後教育についても、集合形式から、オンライン形式へと変わっていくため、

職場教育の在り方も模索していく必要があり、とても難しい時代になると思います。 

最後になりましたが、佐野実行委員長をはじめ本学会の企画・運営を担ってくださいました皆様に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。また、会員の皆様におかれましては、感染症の拡大防

止への対応に追われ慌ただしい状況かと存じます。十分な対策のもと、くれぐれもご自愛ください。 

 （（２２））研研修修会会・・講講習習会会にに関関すするる事事業業  

１）新人教育プログラム研修会の開催 

    日本理学療法士協会より、ｅ-ラーニング受講コンテンツが公開されたため、ｅ-ラーニング受

講が困難な会員向けの研修会を企画した。 

   ・第１回～第１７回   

非実施 

・第１８回 

期日：令和３年１月２４日 参加者：１名 会場：茨城県保健衛生会館  

・第１９回～第２１回  

非実施 

・新人症例検討会 

    期日：令和３年１月２４日 日立、常陸太田・ひたちなかブロック 

期日：令和３年２月２８日 下妻・筑西、古河・坂東、水戸、つくばブロック 

期日：令和３年３月１４日 土浦、取手・龍ヶ崎ブロック 

会場：ＷＥＢ 

２）理学療法士講習会の開催 

   ・期日：令和２年８月９日       会場：茨城県立医療大学 

    テーマ：基礎編／技術 関節可動域治療の基本「運動器系疾患に対する関節可動域治療手技」 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

   ・期日：令和２年９月１３日      会場：アール医療福祉専門学校 

    テーマ：基礎編／技術 筋力増強運動「骨関節系疾患に対する治療手技」 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

   ・期日：令和２年１１月８日      会場：ＷＥＢ 

     テーマ：応用編 スポーツ外傷・障害に対する理学療法 

参加者：３５名 

   ・期日：令和２年１２月６日      会場：ＷＥＢ 

    テーマ：基礎編／理論 発達が障がいされた小児期の人々に対する理学療法の進め方 

参加者：３５名  

３）管理者研修 

・第１回  

期日：令和２年６月２１日      会場：県立健康プラザ  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

・第２回 

期日：令和３年１月２４日      会場：ＷＥＢ 

    参加者：２０名 

４）職場内訪問指導研修 

・定員：３施設 期日：通年 実施：１施設（１２回） 

５）学術誌「理学療法いばらき 第２４巻」の発行 

令和２年６月  発行部数２，９８９部 

（配布先） 

茨城県、県内市町村、県内医療機関、県内介護老人保健施設、県内高等学校、県内医療・福祉

関連団体、日本理学療法士協会、日本理学療法士協会関東甲信越ブロック協議会会長、全国都

道府県理学療法士会事務局、関東甲信越ブロック理学療法士養成校、会員 

   （公開方法） 

    ・医学中央雑誌刊行会 

・医学文献検索サービス「メディカルオンライン」 

６）茨城県理学療法士中級障がい者スポーツ指導員養成講習会の開催 

    非実施 

７）茨城県理学療法士会スポーツ理学療法士養成講習会の開催 

   ・期日：令和３年２月７日  会場：ＷＥＢ 

    参加者：３６名 

   ・期日：令和３年２月２１日 会場：ＷＥＢ 

    テーマ：茨城県スポーツ理学療法士養成講習会 

２２．．理理学学療療法法ににおおけけるる学学術術及及びび科科学学技技術術のの振振興興をを目目的的ととすするる事事業業  

（（１１））第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会のの開開催催  

   期 日：令和２年７月５日 

会 場：web 上開催 

テーマ：変化する理学療法教育 ～多様なニーズに応えうる理学療法士とは～ 

学会長：佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

参加者：６５名 

 

第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会  学学会会後後記記  

学会長 佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

 

このたびの新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様と、感染拡大により生活に影響を受けられて 

いる皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

第２４回茨城県理学療法士学会は、７月５日に茨城県立医療大学を会場として開催予定でしたが、感 

染拡大防止のため、m3.com の学会ホームページで演題抄録を閲覧可能とし、演者と座長、学会参加者 

の双方向で質疑応答する形と、学会当日は、Zoom での web 上開催という新たな形式で開催しました。 

m3.com の学会ホームページ上では、掲示板にて演者と座長、学会参加者とで活発な質疑がありました。 

当日の Zoom での web 上開催については、学会参加者の入室管理に時間がかかり、学会開催が 5 分ほ 

ど遅延しましたが、その後は松田理事、佐野準備委員長、当日スタッフの臨機応変な対応と、座長の先

生方のスムーズな進行で、一般演題はトラブルなく、時間通りに終えることができました。    

今回、変化する理学療法の臨床実習教育と生涯学習について講師の先生方に講演していただく予定で

したが、 感染拡大防止により開催形式を変更したため、一般演題のみの学会となりました。そのため、

臨床実習教育をテーマに講演を予定していました、茨城県立医療大学理学療法学科教授大橋ゆかり先生

の寄稿文を学会誌『理学療法いばらき』へ掲載させていただきました。また、学会長企画として生涯学

習をテーマにしていましたので、学会長の立場から私見を掲載させていただきました。本来は、講演、

シンポジウムで変化する理学療法教育について、参加者との意見交換から、多様なニーズに応えうる理

学療法士について、学会を通じて発信できればと考えていましたが、それができずとても残念です。 

今後の変化する理学療法教育について、感染防止の点も考慮していかなければならず、直接患者に触

れる臨床実習の在り方、卒後教育についても、集合形式から、オンライン形式へと変わっていくため、

職場教育の在り方も模索していく必要があり、とても難しい時代になると思います。 

最後になりましたが、佐野実行委員長をはじめ本学会の企画・運営を担ってくださいました皆様に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。また、会員の皆様におかれましては、感染症の拡大防

止への対応に追われ慌ただしい状況かと存じます。十分な対策のもと、くれぐれもご自愛ください。 
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第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会  学学会会後後記記  
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いる皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

第２４回茨城県理学療法士学会は、７月５日に茨城県立医療大学を会場として開催予定でしたが、感 

染拡大防止のため、m3.com の学会ホームページで演題抄録を閲覧可能とし、演者と座長、学会参加者 

の双方向で質疑応答する形と、学会当日は、Zoom での web 上開催という新たな形式で開催しました。 

m3.com の学会ホームページ上では、掲示板にて演者と座長、学会参加者とで活発な質疑がありました。 

当日の Zoom での web 上開催については、学会参加者の入室管理に時間がかかり、学会開催が 5 分ほ 

ど遅延しましたが、その後は松田理事、佐野準備委員長、当日スタッフの臨機応変な対応と、座長の先

生方のスムーズな進行で、一般演題はトラブルなく、時間通りに終えることができました。  

今回、変化する理学療法の臨床実習教育と生涯学習について講師の先生方に講演していただく予定で

したが、 感染拡大防止により開催形式を変更したため、一般演題のみの学会となりました。そのため、

臨床実習教育をテーマに講演を予定していました、茨城県立医療大学理学療法学科教授大橋ゆかり先生

の寄稿文を学会誌『理学療法いばらき』へ掲載させていただきました。また、学会長企画として生涯学

習をテーマにしていましたので、学会長の立場から私見を掲載させていただきました。本来は、講演、

シンポジウムで変化する理学療法教育について、参加者との意見交換から、多様なニーズに応えうる理

学療法士について、学会を通じて発信できればと考えていましたが、それができずとても残念です。

今後の変化する理学療法教育について、感染防止の点も考慮していかなければならず、直接患者に触

れる臨床実習の在り方、卒後教育についても、集合形式から、オンライン形式へと変わっていくため、

職場教育の在り方も模索していく必要があり、とても難しい時代になると思います。 

最後になりましたが、佐野実行委員長をはじめ本学会の企画・運営を担ってくださいました皆様に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。また、会員の皆様におかれましては、感染症の拡大防

止への対応に追われ慌ただしい状況かと存じます。十分な対策のもと、くれぐれもご自愛ください。 

 （（２２））研研修修会会・・講講習習会会にに関関すするる事事業業  

１）新人教育プログラム研修会の開催 

    日本理学療法士協会より、ｅ-ラーニング受講コンテンツが公開されたため、ｅ-ラーニング受

講が困難な会員向けの研修会を企画した。 

   ・第１回～第１７回   
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    期日：令和３年１月２４日 日立、常陸太田・ひたちなかブロック 

期日：令和３年２月２８日 下妻・筑西、古河・坂東、水戸、つくばブロック 

期日：令和３年３月１４日 土浦、取手・龍ヶ崎ブロック 

会場：ＷＥＢ 

２）理学療法士講習会の開催 

   ・期日：令和２年８月９日       会場：茨城県立医療大学 

    テーマ：基礎編／技術 関節可動域治療の基本「運動器系疾患に対する関節可動域治療手技」 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 
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    テーマ：基礎編／理論 発達が障がいされた小児期の人々に対する理学療法の進め方 

参加者：３５名  

３）管理者研修 

・第１回  

期日：令和２年６月２１日      会場：県立健康プラザ  

新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

・第２回 

期日：令和３年１月２４日      会場：ＷＥＢ 

    参加者：２０名 

４）職場内訪問指導研修 

・定員：３施設 期日：通年 実施：１施設（１２回） 

５）学術誌「理学療法いばらき 第２４巻」の発行 

令和２年６月  発行部数２，９８９部 

（配布先） 

茨城県、県内市町村、県内医療機関、県内介護老人保健施設、県内高等学校、県内医療・福祉

関連団体、日本理学療法士協会、日本理学療法士協会関東甲信越ブロック協議会会長、全国都

道府県理学療法士会事務局、関東甲信越ブロック理学療法士養成校、会員 

   （公開方法） 

    ・医学中央雑誌刊行会 

・医学文献検索サービス「メディカルオンライン」 

６）茨城県理学療法士中級障がい者スポーツ指導員養成講習会の開催 

    非実施 

７）茨城県理学療法士会スポーツ理学療法士養成講習会の開催 

   ・期日：令和３年２月７日  会場：ＷＥＢ 

    参加者：３６名 

   ・期日：令和３年２月２１日 会場：ＷＥＢ 

    テーマ：茨城県スポーツ理学療法士養成講習会 

２２．．理理学学療療法法ににおおけけるる学学術術及及びび科科学学技技術術のの振振興興をを目目的的ととすするる事事業業  

（（１１））第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会のの開開催催  

   期 日：令和２年７月５日 

会 場：web 上開催 

テーマ：変化する理学療法教育 ～多様なニーズに応えうる理学療法士とは～ 

学会長：佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

参加者：６５名 

 

第第２２４４回回茨茨城城県県理理学学療療法法士士学学会会  学学会会後後記記  

学会長 佐藤 誠（ひたちなか総合病院） 

 

このたびの新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様と、感染拡大により生活に影響を受けられて 

いる皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。 

第２４回茨城県理学療法士学会は、７月５日に茨城県立医療大学を会場として開催予定でしたが、感 

染拡大防止のため、m3.com の学会ホームページで演題抄録を閲覧可能とし、演者と座長、学会参加者 

の双方向で質疑応答する形と、学会当日は、Zoom での web 上開催という新たな形式で開催しました。 

m3.com の学会ホームページ上では、掲示板にて演者と座長、学会参加者とで活発な質疑がありました。 

当日の Zoom での web 上開催については、学会参加者の入室管理に時間がかかり、学会開催が 5 分ほ 

ど遅延しましたが、その後は松田理事、佐野準備委員長、当日スタッフの臨機応変な対応と、座長の先

生方のスムーズな進行で、一般演題はトラブルなく、時間通りに終えることができました。    

今回、変化する理学療法の臨床実習教育と生涯学習について講師の先生方に講演していただく予定で

したが、 感染拡大防止により開催形式を変更したため、一般演題のみの学会となりました。そのため、

臨床実習教育をテーマに講演を予定していました、茨城県立医療大学理学療法学科教授大橋ゆかり先生

の寄稿文を学会誌『理学療法いばらき』へ掲載させていただきました。また、学会長企画として生涯学

習をテーマにしていましたので、学会長の立場から私見を掲載させていただきました。本来は、講演、

シンポジウムで変化する理学療法教育について、参加者との意見交換から、多様なニーズに応えうる理

学療法士について、学会を通じて発信できればと考えていましたが、それができずとても残念です。 

今後の変化する理学療法教育について、感染防止の点も考慮していかなければならず、直接患者に触

れる臨床実習の在り方、卒後教育についても、集合形式から、オンライン形式へと変わっていくため、

職場教育の在り方も模索していく必要があり、とても難しい時代になると思います。 

最後になりましたが、佐野実行委員長をはじめ本学会の企画・運営を担ってくださいました皆様に厚

く御礼申し上げます。ありがとうございました。また、会員の皆様におかれましては、感染症の拡大防

止への対応に追われ慌ただしい状況かと存じます。十分な対策のもと、くれぐれもご自愛ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8

参加者：４０名 

８）関東甲信越ブロック理学療法士学会の開催

期 日： 令和２年１０月１７日～１８日 会 場： つくば国際会議場 

テーマ： 理学療法の新時代に向けて 学会長： 浅川 育世（茨城県立医療大学） 

新型コロナウイルス感染症予防の為中止

３３．．地地域域のの健健全全なな発発展展にに寄寄与与すするる理理学学療療法法のの普普及及啓啓発発事事業業  

（（１１））広広報報誌誌発発行行

・「インフォメーション」発行  ６月（２，３５０部発行） 

９月（２，４００部発行） 

１２月（ホームページにＰＤＦ形式で掲載） 

３月（２，３５０部発行） 

・「年報ひたちの」発行 ９月（６５０部発行） 

（（２２））ホホーームムペペーージジ等等にによよるる県県民民にに向向けけたた情情報報発発信信

１）ＷＥＢサイト・ＳＮＳによる情報発信

・ホームページ閲覧総数：84,763 アクセス

・Ｆａｃｅｂｏｏｋ：５４件

・Ｔｗｉｔｔｅｒ：４８件

・ＬＩＮＥ公式アカウント：５件

２）各種メディア・催事による情報発信

・茨城新聞社「７月１７日は理学療法の日」特集：７月１２日掲載

・茨城放送「高齢者介護サポートキャンペーン」協賛：非実施

・「介護の日」等各種展示事業

・その他広報媒体の作成

（（３３））高高校校生生おおよよびび高高校校教教員員向向けけのの啓啓発発活活動動

理学療法・作業療法・言語聴覚療法高校生のための普及啓発事業

・啓発リーフレットの作成および配布：５９校に配布

・オンライン座談会

対象：県内に通学する高校生

実施期間：令和２年８月９日、８月３０日

参加者：４５名（申し込み５７名）

高高校校生生対対象象オオンンラライインン座座談談会会  

峯岸 忍（筑波メディカルセンター病院） 

毎年夏に茨城県内の病院・施設にて開催していました「理学療法・作業療法・言語聴覚療法 高校生見

学会」ですが、新型コロナウイルス感染拡大もあり、今年度はオンライン座談会に変更し、8 月 9 日・

30 日（両日とも日曜日）に合計 7 回開催しました。 

1 回 40 分程度で、合計 46 名の高校生の参加がありました。 

理学療法の紹介と高校生からの質問を受ける形式でしたが、仕事の内容や処遇、やりがいや大変なこ 

とだけでなく、現在注目されている分野や研究など多くの質問を受けました。 

私自身が高校生の頃（四半世紀以上前）とは比べ物にならないほど理学療法について知っており、関

心が増していることを実感しました。 

今後も多くの未来の理学療法士が誕生するよう啓発活動を行っていきたいと思いますので、会員の皆

様ご協力よろしくお願い致します。 

（（４４））理理学学療療法法週週間間ＰＰＲＲググッッズズのの配配布布

令和２年度「介護の日」関連パネル等の展示（茨城県庁）にて配布

＜配布物＞理学療法ハンドブック（シリーズ１～８）、茨城県理学療法士会パンフレット、

理学療法士ガイド  

（（５５））「「理理学学療療法法のの日日」」作作文文ココンンククーールル事事業業 

対象 ：県内在住及び県内に通われている方（中高生、専門学校生、大学生、一般） 

応募期間：令和２年６月１日～６月３０日

応募総数：５４通 

受賞者（敬称略）： 

最優秀賞 小松崎 ゆみ （埼玉県在住、茨城県内勤務） ゴールに向かって 

優秀賞  中野 俊介 （つくば国際大学） 当たり前な日常がある幸せ 

優秀賞  大木 綾子 （筑西市） 楽しい発見 

佳作 柴沼 茂 （笠間市） 孫の声と理学療法士 

佳作 高崎 友萌 （下館第一高等学校） 笑顔をつくる仕事 

佳作 関根 和己 （小美玉市） 理学療法との歩みと今  

表彰式 ：なし。９月３０日付で受賞者に賞状、副賞を送付 

４４．．無無料料職職業業紹紹介介事事業業  

求人   実登録数：８件  問い合わせ件数：８件 

求職者  実登録数：１件  問い合わせ件数：３件 
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ⅡⅡ．．共共益益事事業業  
１１．．会会員員にに関関すするる事事業業  

（（１１））会会員員相相互互扶扶助助事事業業（（会会員員のの交交流流援援助助））

１）３士会合同懇親会の開催

新型コロナウイルス感染症予防の為中止

２）会員に向けた情報発信：ホームページの更新やＦａｃｅｂｏｏｋによる情報発信

ＦＡＸニュースの発行、会員所属施設一覧の作成 

・ＦＡＸニュースの発行：７件

発行日：令和２年４月２日 第３４号 

令和２年６月１日  第３５号 

令和２年７月３１日 第３６号 

令和２年９月２日   第３７号 

令和２年９月９日  第３８号 

令和２年９月２２日  第３９号 

令和３年３月１日   第４０号 

・会員所属施設一覧の作成：インフォメーション（８月末発行）に掲載

３）学生会員への支援

・学生会員数：２６名（令和３年２月末時点）

・学生会員応援企画 オンライン就職懇談会

期 日：令和２年７月１９日

参加者：学生８８名、施設２０施設

茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会学学生生会会員員応応援援企企画画オオンンラライインン就就職職懇懇談談会会  

 森田 英隆（いちはら病院） 

本年度は COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の影響により、理学療法士養成校や学生さんが 

就職活動の進め方に悩んでいる現状を鑑み、学生と新卒採用を計画している施設の一助になればという 

思いから、2020 年 7 月 19 日（日）に「学生会員応援企画オンライン就職懇談会」を Zoom ミーテ 

ィングにて実施しました。当日は学生 88 名、病院・クリニック・老健など 20 の施設にご参加いただ 

き、開催後のアンケートでは 95％以上の参加者から有意義だったとのご回答を得ました。  

当会としては初めての試みでありトラブルもありましたが、皆様のご協力により無事終えることがで 

きました。来年度以降は COVID-19 の影響や、各養成校の動向を確認しながら実施の有無について検 

討してまいりたいと思います。ご参加いただいた学生さん、施設のみなさま、ありがとうございました。 

４）働く環境支援

非実施

（（２２））卒卒前前オオリリエエンンテテーーシショョンンのの開開催催

・茨城県立医療大学

期日：２月１４日 参加者：４２名 

・筑波技術大学、つくば国際大学、アール医療福祉専門学校、水戸メディカルカレッジ

オリエンテーション動画の作成 Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ限定動画による視聴形式

視聴期間：２月２１日～４月３０日 対象者：１４８名

（（３３））福福利利厚厚生生にに関関すするるこことと

１）団体補償保険への加入 ２件

２）自動車保険の集団扱い制度への加入 ２９件

（（４４））理理学学療療法法士士教教育育にに関関すするる事事業業

１）臨床実習指導者講習会茨城県連絡協議会への運営支援

期日：令和２年９月９日 会場：ＷＥＢ 

２）臨床実習指導者講習会（茨城県）への運営支援

期日：令和２年１１月１４、１５日 会場：茨城県立医療大学 

期日：令和３年２月１３、１４日 会場：茨城県立医療大学 

２２．．政政策策提提言言にに関関すするる事事業業  

（（１１））日日本本理理学学療療法法士士連連盟盟、、茨茨城城県県理理学学療療法法士士連連盟盟にに係係るる事事業業  

  １）茨城県理学療法士連盟共催研修会 

・第１回 

期 日：令和２年９月１６日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：コロナ禍での訪問リハの役割と将来像 

講 師：張本 浩平氏（株式会社ｇｅｎｅ 代表取締役） 

参加者：５６名（学生１名） 

・第２回 

期 日：令和２年９月２８日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：コロナ禍に対応したスポーツ選手のサポート活動の最前線 

講 師：地神 裕史氏（国士舘大学） 

参加者：１９名（学生なし） 

・第３回 

期 日：令和２年１０月２日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：新しい世代が考える脳卒中へのアプローチ～Ｐｕｓｈｅｒ現象に対する評価・治

療戦略～ 

講 師：藤野 雄次氏（順天堂大学） 

参加数：５０名（学生２名） 

・第４回 

期 日：令和２年１０月２９日      会 場：ＷＥＢ 

テーマ：慢性疼痛と心理社会的要因 

講 師：森岡 周氏（畿央大学） 

参加者：３３名（学生１名） 

・第５回 

期 日：令和２年１１月６日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：整形外科領域の私のトピックス～意外と知らない足趾の動きと治療への応用～ 

講 師：橋本 貴幸氏（土浦協同病院） 

参加者：１９名（学生１名） 

・研修会 

期 日：令和３年３月２２日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：日本理学療法士協会新生涯学習制度とその意味～政治課題との関係～ 

講 師：斉藤 秀之氏（日本理学療法士協会副会長／生涯学習課担当常務理事） 

参加者：７４名（学生なし） 

  ２）情報の配信 

茨城県理学療法士連盟の主催研修会案内への協力 

（（２２））身身分分、、処処遇遇、、待待遇遇にに関関すするる各各種種調調査査  

（（３３））医医療療、、保保険険制制度度にに関関すするる各各種種調調査査  

（（４４））職職域域、、職職能能にに関関すするる各各種種調調査査  

（（５５））そそのの他他  

３３．．そそのの他他ここのの法法人人のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業  

（（１１））研研修修会会のの新新人人教教育育ププロロググララムム又又はは生生涯涯学学習習ポポイインントトへへのの読読みみ替替ええ、、及及びび単単位位認認定定のの管管理理  

（（２２））調調査査・・研研究究にに関関すするる事事業業  

（（３３））リリハハビビリリテテーーシショョンン関関連連研研修修会会、、イイベベンントト等等へへのの共共催催、、協協賛賛、、後後援援、、ススタタッッフフ派派遣遣推推薦薦  
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テーマ：コロナ禍での訪問リハの役割と将来像 

講 師：張本 浩平氏（株式会社ｇｅｎｅ 代表取締役） 

参加者：５６名（学生１名） 
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期 日：令和２年９月２８日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：コロナ禍に対応したスポーツ選手のサポート活動の最前線 

講 師：地神 裕史氏（国士舘大学） 

参加者：１９名（学生なし） 
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期 日：令和２年１０月２日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：新しい世代が考える脳卒中へのアプローチ～Ｐｕｓｈｅｒ現象に対する評価・治
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オリエンテーション動画の作成 Ｙｏｕ Ｔｕｂｅ限定動画による視聴形式

視聴期間：２月２１日～４月３０日 対象者：１４８名

（（３３））福福利利厚厚生生にに関関すするるこことと

１）団体補償保険への加入 ２件

２）自動車保険の集団扱い制度への加入 ２９件

（（４４））理理学学療療法法士士教教育育にに関関すするる事事業業

１）臨床実習指導者講習会茨城県連絡協議会への運営支援

期日：令和２年９月９日 会場：ＷＥＢ 

２）臨床実習指導者講習会（茨城県）への運営支援

期日：令和２年１１月１４、１５日 会場：茨城県立医療大学 

期日：令和３年２月１３、１４日 会場：茨城県立医療大学 

２２．．政政策策提提言言にに関関すするる事事業業  

（（１１））日日本本理理学学療療法法士士連連盟盟、、茨茨城城県県理理学学療療法法士士連連盟盟にに係係るる事事業業  

  １）茨城県理学療法士連盟共催研修会 

・第１回 

期 日：令和２年９月１６日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：コロナ禍での訪問リハの役割と将来像 

講 師：張本 浩平氏（株式会社ｇｅｎｅ 代表取締役） 

参加者：５６名（学生１名） 

・第２回 

期 日：令和２年９月２８日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：コロナ禍に対応したスポーツ選手のサポート活動の最前線 

講 師：地神 裕史氏（国士舘大学） 

参加者：１９名（学生なし） 

・第３回 

期 日：令和２年１０月２日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：新しい世代が考える脳卒中へのアプローチ～Ｐｕｓｈｅｒ現象に対する評価・治

療戦略～ 

講 師：藤野 雄次氏（順天堂大学） 

参加数：５０名（学生２名） 

・第４回 

期 日：令和２年１０月２９日      会 場：ＷＥＢ 

テーマ：慢性疼痛と心理社会的要因 

講 師：森岡 周氏（畿央大学） 

参加者：３３名（学生１名） 

・第５回 

期 日：令和２年１１月６日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：整形外科領域の私のトピックス～意外と知らない足趾の動きと治療への応用～ 

講 師：橋本 貴幸氏（土浦協同病院） 

参加者：１９名（学生１名） 

・研修会 

期 日：令和３年３月２２日       会 場：ＷＥＢ 

テーマ：日本理学療法士協会新生涯学習制度とその意味～政治課題との関係～ 

講 師：斉藤 秀之氏（日本理学療法士協会副会長／生涯学習課担当常務理事） 

参加者：７４名（学生なし） 

  ２）情報の配信 

茨城県理学療法士連盟の主催研修会案内への協力 

（（２２））身身分分、、処処遇遇、、待待遇遇にに関関すするる各各種種調調査査  

（（３３））医医療療、、保保険険制制度度にに関関すするる各各種種調調査査  

（（４４））職職域域、、職職能能にに関関すするる各各種種調調査査  

（（５５））そそのの他他  

３３．．そそのの他他ここのの法法人人のの目目的的をを達達成成すするるたためめにに必必要要なな事事業業  

（（１１））研研修修会会のの新新人人教教育育ププロロググララムム又又はは生生涯涯学学習習ポポイインントトへへのの読読みみ替替ええ、、及及びび単単位位認認定定のの管管理理  

（（２２））調調査査・・研研究究にに関関すするる事事業業  

（（３３））リリハハビビリリテテーーシショョンン関関連連研研修修会会、、イイベベンントト等等へへのの共共催催、、協協賛賛、、後後援援、、ススタタッッフフ派派遣遣推推薦薦  
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ⅢⅢ．．管管理理部部門門  
１１．．各各種種会会議議運運営営事事業業  
（（１１）） 運運営営会会議議

１）第４７回定時総会（書面表決開催）

期日：令和２年６月２８日 会場：本会事務局 

２）理事会（５月、１１月）

第１回 期日：令和２年５月２９日  会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第２回 期日：令和２年１１月２７日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

臨時理事会 期日：令和３年２月２６日  会場：ＷＥＢ 

３）業務執行理事会（４月、７月、９月、１０月、１月、３月）

第１回 期日：令和２年４月１０日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第２回 期日：令和２年７月１０日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第３回 期日：令和２年９月１１日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第４回 期日：令和２年１０月９日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

臨時業務執行理事会 期日：令和２年１１月１６日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第５回 期日：令和３年１月２２日  会場：ＷＥＢ 

第６回 期日：令和３年３月１２日  会場：ＷＥＢ 

４）ブロック長会議 開催なし 

５）ブロック会議

・水戸ブロック

第１回 期日：令和２年４月３０日 会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１０月８日 会場：ＷＥＢ 

・日立ブロック 開催なし 

・常陸太田・ひたちなかブロック 開催なし 

・鹿行ブロック 開催なし 

・土浦ブロック 開催なし

・つくばブロック

第１回 期日：令和２年７月１７日 会場：ＷＥＢ 

・取手・龍ケ崎ブロック

第１回 期日：令和２年９月１８日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１１月１６日 会場：ＷＥＢ 

・筑西・下妻ブロック

第１回 期日：令和２年７月２９日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１１月１８日 会場：ＷＥＢ 

第３回 期日：令和３年２月５日 会場：ＷＥＢ 

第４回 期日：令和３年３月１日 会場：ＷＥＢ 

・古河・坂東ブロック

第１回 期日：令和２年６月２３日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１０月２９日 会場：ＷＥＢ 

第３回 期日：令和３年１月９日 会場：ＷＥＢ 

第４回 期日：令和３年２月１９日  会場：ＷＥＢ 

第５回 期日：令和３年３月５日 会場：ＷＥＢ 

６）理学療法部門責任者会議

期日：令和２年６月２８日 新型コロナウイルス感染症予防の為中止

７）管理者ネットワーク会議

第１回 期日：令和２年９月３０日

会場：つくば研究支援センター・本会事務局（ＷＥＢ併用） 

参加者：１１名（２会場合計）

８）その他

（（２２））平平成成３３００年年度度期期末末監監査査おおよよびび令令和和２２年年度度中中間間監監査査（（５５月月、、１１１１月月））

平成３０年度期末監査  期日：令和２年５月２５日  会場：本会事務局 

令和２年度中間監査   期日：令和２年１１月２６日 会場：本会事務局 

（（３３））表表彰彰式式のの実実施施及及びび茨茨城城県県表表彰彰にに関関すするる調調査査  

１）表彰式の開催：新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

２）茨城県表彰に係る受賞候補者の推薦に関する調査 １件 

（（４４））茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会設設立立５５００周周年年記記念念事事業業実実行行委委員員会会  

   第２回         期日：令和２年８月３日    会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

   第３回         期日：令和２年１０月５日   会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

   第４回         期日：令和３年２月１     会場：ＷＥＢ 

 

２２．．委委員員会会  
（（１１））定定款款組組織織検検討討委委員員会会  

    選挙規程改正案の検討、総会議事運営規程改正案の検討 

    各種規程案（育児・介護休業規程（新設）、私有車通勤管理規程（新設）、就業規則改正案、 

嘱託職員規程（新設）、選挙規程改正案、賃金規程改正案）の理事会審議資料作成。 

退職金積立規程案の検討。 

（（２２））表表彰彰委委員員会会  

    令和２年度茨城県理学療法士会表彰該当者調査 

（（３３））倫倫理理委委員員会会  

（（４４））選選挙挙管管理理委委員員会会  

    令和３・４年度公益社団法人茨城県理学療法士会役員改選告示（令和３年２月２０日） 

（（５５））代代議議員員選選挙挙管管理理委委員員会会  

    令和２・３年度茨城県理学療法士会代議員改選 

告示日  ：令和２年１月３1 日 

立候補締切：令和２年３月２５日 

選挙結果 ：全員無投票当選 

当選者数 ：１０３名 

＜ブロック別当選者数＞ 

ブロック名 定数 当選者数 

水戸 １９ １６ 

日立 ７ ６ 

常陸太田・ひたちなか １１ ９ 

鹿行 ７ ３ 

土浦 １２ １２ 

つくば ２４ ２１ 

取手・龍ケ崎 ２２ ２２ 

筑西・下妻 ７ ７ 

古河・坂東 ７ ７ 

合計 １１６ １０３ 

 

３３．．事事務務所所運運営営事事業業機機能能  
（（１１））資資料料据据ええ置置きき及及びび公公開開事事業業  

定款、規程、社員名簿、定時総会議事録、理事会議事録、事業計画書、収支予算書、 

貸借対照表、損益計算書、事業報告書、監査報告書、財産目録、役員名簿（理事、監事、部長、

委員長、部員、委員、ブロック長名簿）、各種広報物、など 

（（２２））慶慶弔弔（（祝祝金金・・弔弔慰慰金金、、祝祝電電・・弔弔電電））にに関関すするる事事業業  

祝金 ０件・弔慰金 ０件・祝電 １６件・弔電 ４件・祝花 ５件・仏花 １件 

（（３３））会会計計処処理理にに関関すするる事事業業  

（（４４））本本会会会会務務運運営営のの渉渉外外・・管管理理にに関関すするる事事業業  

令和元年度事業報告書の提出：令和２年６月２９日 

令和３年度事業計画書等の提出：令和３年３月３０日 

（（５５））理理学学療療法法士士のの求求人人にに関関すするるこことと ２件 
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ⅢⅢ．．管管理理部部門門  
１１．．各各種種会会議議運運営営事事業業  
（（１１）） 運運営営会会議議

１）第４７回定時総会（書面表決開催）

期日：令和２年６月２８日 会場：本会事務局 

２）理事会（５月、１１月）

第１回 期日：令和２年５月２９日  会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第２回 期日：令和２年１１月２７日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

臨時理事会 期日：令和３年２月２６日  会場：ＷＥＢ 

３）業務執行理事会（４月、７月、９月、１０月、１月、３月）

第１回 期日：令和２年４月１０日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第２回 期日：令和２年７月１０日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第３回 期日：令和２年９月１１日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第４回 期日：令和２年１０月９日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

臨時業務執行理事会 期日：令和２年１１月１６日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第５回 期日：令和３年１月２２日  会場：ＷＥＢ 

第６回 期日：令和３年３月１２日  会場：ＷＥＢ 

４）ブロック長会議 開催なし 

５）ブロック会議

・水戸ブロック

第１回 期日：令和２年４月３０日 会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１０月８日 会場：ＷＥＢ 

・日立ブロック 開催なし 

・常陸太田・ひたちなかブロック 開催なし 

・鹿行ブロック 開催なし 

・土浦ブロック 開催なし

・つくばブロック

第１回 期日：令和２年７月１７日 会場：ＷＥＢ 

・取手・龍ケ崎ブロック

第１回 期日：令和２年９月１８日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１１月１６日 会場：ＷＥＢ 

・筑西・下妻ブロック

第１回 期日：令和２年７月２９日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１１月１８日 会場：ＷＥＢ 

第３回 期日：令和３年２月５日 会場：ＷＥＢ 

第４回 期日：令和３年３月１日 会場：ＷＥＢ 

・古河・坂東ブロック

第１回 期日：令和２年６月２３日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１０月２９日 会場：ＷＥＢ 

第３回 期日：令和３年１月９日 会場：ＷＥＢ 

第４回 期日：令和３年２月１９日  会場：ＷＥＢ 

第５回 期日：令和３年３月５日 会場：ＷＥＢ 

６）理学療法部門責任者会議

期日：令和２年６月２８日 新型コロナウイルス感染症予防の為中止

７）管理者ネットワーク会議

第１回 期日：令和２年９月３０日

会場：つくば研究支援センター・本会事務局（ＷＥＢ併用） 

参加者：１１名（２会場合計）

８）その他

（（２２））平平成成３３００年年度度期期末末監監査査おおよよびび令令和和２２年年度度中中間間監監査査（（５５月月、、１１１１月月））

平成３０年度期末監査  期日：令和２年５月２５日  会場：本会事務局 

令和２年度中間監査   期日：令和２年１１月２６日 会場：本会事務局 

（（３３））表表彰彰式式のの実実施施及及びび茨茨城城県県表表彰彰にに関関すするる調調査査  

１）表彰式の開催：新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

２）茨城県表彰に係る受賞候補者の推薦に関する調査 １件 

（（４４））茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会設設立立５５００周周年年記記念念事事業業実実行行委委員員会会  

   第２回         期日：令和２年８月３日    会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

   第３回         期日：令和２年１０月５日   会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

   第４回         期日：令和３年２月１     会場：ＷＥＢ 

 

２２．．委委員員会会  
（（１１））定定款款組組織織検検討討委委員員会会  

    選挙規程改正案の検討、総会議事運営規程改正案の検討 

    各種規程案（育児・介護休業規程（新設）、私有車通勤管理規程（新設）、就業規則改正案、 

嘱託職員規程（新設）、選挙規程改正案、賃金規程改正案）の理事会審議資料作成。 

退職金積立規程案の検討。 

（（２２））表表彰彰委委員員会会  

    令和２年度茨城県理学療法士会表彰該当者調査 

（（３３））倫倫理理委委員員会会  

（（４４））選選挙挙管管理理委委員員会会  

    令和３・４年度公益社団法人茨城県理学療法士会役員改選告示（令和３年２月２０日） 

（（５５））代代議議員員選選挙挙管管理理委委員員会会  

    令和２・３年度茨城県理学療法士会代議員改選 

告示日  ：令和２年１月３1 日 

立候補締切：令和２年３月２５日 

選挙結果 ：全員無投票当選 

当選者数 ：１０３名 

＜ブロック別当選者数＞ 

ブロック名 定数 当選者数 

水戸 １９ １６ 

日立 ７ ６ 

常陸太田・ひたちなか １１ ９ 

鹿行 ７ ３ 

土浦 １２ １２ 

つくば ２４ ２１ 

取手・龍ケ崎 ２２ ２２ 

筑西・下妻 ７ ７ 

古河・坂東 ７ ７ 

合計 １１６ １０３ 

 

３３．．事事務務所所運運営営事事業業機機能能  
（（１１））資資料料据据ええ置置きき及及びび公公開開事事業業  

定款、規程、社員名簿、定時総会議事録、理事会議事録、事業計画書、収支予算書、 

貸借対照表、損益計算書、事業報告書、監査報告書、財産目録、役員名簿（理事、監事、部長、

委員長、部員、委員、ブロック長名簿）、各種広報物、など 

（（２２））慶慶弔弔（（祝祝金金・・弔弔慰慰金金、、祝祝電電・・弔弔電電））にに関関すするる事事業業  

祝金 ０件・弔慰金 ０件・祝電 １６件・弔電 ４件・祝花 ５件・仏花 １件 

（（３３））会会計計処処理理にに関関すするる事事業業  

（（４４））本本会会会会務務運運営営のの渉渉外外・・管管理理にに関関すするる事事業業  

令和元年度事業報告書の提出：令和２年６月２９日 

令和３年度事業計画書等の提出：令和３年３月３０日 

（（５５））理理学学療療法法士士のの求求人人にに関関すするるこことと ２件 
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ⅢⅢ．．管管理理部部門門  
１１．．各各種種会会議議運運営営事事業業  
（（１１）） 運運営営会会議議

１）第４７回定時総会（書面表決開催）

期日：令和２年６月２８日 会場：本会事務局 

２）理事会（５月、１１月）

第１回 期日：令和２年５月２９日  会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第２回 期日：令和２年１１月２７日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

臨時理事会 期日：令和３年２月２６日  会場：ＷＥＢ 

３）業務執行理事会（４月、７月、９月、１０月、１月、３月）

第１回 期日：令和２年４月１０日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第２回 期日：令和２年７月１０日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第３回 期日：令和２年９月１１日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第４回 期日：令和２年１０月９日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

臨時業務執行理事会 期日：令和２年１１月１６日 会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

第５回 期日：令和３年１月２２日  会場：ＷＥＢ 

第６回 期日：令和３年３月１２日  会場：ＷＥＢ 

４）ブロック長会議 開催なし 

５）ブロック会議

・水戸ブロック

第１回 期日：令和２年４月３０日 会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１０月８日 会場：ＷＥＢ 

・日立ブロック 開催なし 

・常陸太田・ひたちなかブロック 開催なし 

・鹿行ブロック 開催なし 

・土浦ブロック 開催なし

・つくばブロック

第１回 期日：令和２年７月１７日 会場：ＷＥＢ 

・取手・龍ケ崎ブロック

第１回 期日：令和２年９月１８日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１１月１６日 会場：ＷＥＢ 

・筑西・下妻ブロック

第１回 期日：令和２年７月２９日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１１月１８日 会場：ＷＥＢ 

第３回 期日：令和３年２月５日 会場：ＷＥＢ 

第４回 期日：令和３年３月１日 会場：ＷＥＢ 

・古河・坂東ブロック

第１回 期日：令和２年６月２３日  会場：ＷＥＢ 

第２回 期日：令和２年１０月２９日 会場：ＷＥＢ 

第３回 期日：令和３年１月９日 会場：ＷＥＢ 

第４回 期日：令和３年２月１９日  会場：ＷＥＢ 

第５回 期日：令和３年３月５日 会場：ＷＥＢ 

６）理学療法部門責任者会議

期日：令和２年６月２８日 新型コロナウイルス感染症予防の為中止

７）管理者ネットワーク会議

第１回 期日：令和２年９月３０日

会場：つくば研究支援センター・本会事務局（ＷＥＢ併用） 

参加者：１１名（２会場合計）

８）その他

（（２２））平平成成３３００年年度度期期末末監監査査おおよよびび令令和和２２年年度度中中間間監監査査（（５５月月、、１１１１月月））

平成３０年度期末監査  期日：令和２年５月２５日  会場：本会事務局 

令和２年度中間監査   期日：令和２年１１月２６日 会場：本会事務局 

（（３３））表表彰彰式式のの実実施施及及びび茨茨城城県県表表彰彰にに関関すするる調調査査  

１）表彰式の開催：新型コロナウイルス感染症予防の為中止 

２）茨城県表彰に係る受賞候補者の推薦に関する調査 １件 

（（４４））茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会設設立立５５００周周年年記記念念事事業業実実行行委委員員会会  

   第２回         期日：令和２年８月３日    会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

   第３回         期日：令和２年１０月５日   会場：本会事務局（ＷＥＢ併用） 

   第４回         期日：令和３年２月１     会場：ＷＥＢ 

 

２２．．委委員員会会  
（（１１））定定款款組組織織検検討討委委員員会会  

    選挙規程改正案の検討、総会議事運営規程改正案の検討 

    各種規程案（育児・介護休業規程（新設）、私有車通勤管理規程（新設）、就業規則改正案、 

嘱託職員規程（新設）、選挙規程改正案、賃金規程改正案）の理事会審議資料作成。 

退職金積立規程案の検討。 

（（２２））表表彰彰委委員員会会  

    令和２年度茨城県理学療法士会表彰該当者調査 

（（３３））倫倫理理委委員員会会  

（（４４））選選挙挙管管理理委委員員会会  

    令和３・４年度公益社団法人茨城県理学療法士会役員改選告示（令和３年２月２０日） 

（（５５））代代議議員員選選挙挙管管理理委委員員会会  

    令和２・３年度茨城県理学療法士会代議員改選 

告示日  ：令和２年１月３1 日 

立候補締切：令和２年３月２５日 

選挙結果 ：全員無投票当選 

当選者数 ：１０３名 

＜ブロック別当選者数＞ 

ブロック名 定数 当選者数 

水戸 １９ １６ 

日立 ７ ６ 

常陸太田・ひたちなか １１ ９ 

鹿行 ７ ３ 

土浦 １２ １２ 

つくば ２４ ２１ 

取手・龍ケ崎 ２２ ２２ 

筑西・下妻 ７ ７ 

古河・坂東 ７ ７ 

合計 １１６ １０３ 

 

３３．．事事務務所所運運営営事事業業機機能能  
（（１１））資資料料据据ええ置置きき及及びび公公開開事事業業  

定款、規程、社員名簿、定時総会議事録、理事会議事録、事業計画書、収支予算書、 

貸借対照表、損益計算書、事業報告書、監査報告書、財産目録、役員名簿（理事、監事、部長、

委員長、部員、委員、ブロック長名簿）、各種広報物、など 

（（２２））慶慶弔弔（（祝祝金金・・弔弔慰慰金金、、祝祝電電・・弔弔電電））にに関関すするる事事業業  

祝金 ０件・弔慰金 ０件・祝電 １６件・弔電 ４件・祝花 ５件・仏花 １件 

（（３３））会会計計処処理理にに関関すするる事事業業  

（（４４））本本会会会会務務運運営営のの渉渉外外・・管管理理にに関関すするる事事業業  

令和元年度事業報告書の提出：令和２年６月２９日 

令和３年度事業計画書等の提出：令和３年３月３０日 

（（５５））理理学学療療法法士士のの求求人人にに関関すするるこことと ２件 
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22002200((令令和和 22))年年度度  会会員員動動向向ににつついいてて  
庶務担当 山口 勝彦 

 

１１、、正正会会員員・・賛賛助助会会員員・・学学生生会会員員  

正会員数 2243 名 （2021 年 3 月 31 日現在） 

新入会 178 名 

賛助会員 13 社 

学生会員 26 名 

 

２２、、会会員員デデーータタ  

①会員の男女比（図１） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②新入会員の出身校（図２） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図１１  会会員員のの男男女女比比  

図図２２  22002200 年年度度新新入入会会員員のの出出身身校校割割合合  

 

 

③医療圏別会員数（図 3）

＜＜地地区区ブブロロッックク＞＞  

取取手手・・竜竜ヶヶ崎崎：龍ヶ崎市、取手市、牛久市、稲敷市、守谷市、阿見町、河内町、利根町、美浦村 
つつくくばば：つくば市、つくばみらい市、常総市 

水水戸戸：水戸市、笠間市、小美玉市、茨城町、城里町、大洗町 

土土浦浦：土浦市、石岡市、かすみがうら市 

常常陸陸太太田田・・ひひたたちちななかか：常陸太田市、常陸大宮市、ひたちなか市、那珂市、大子町、東海村 

日日立立：日立市、高萩市、北茨城市 

鹿鹿行行：鹿嶋市、鉾田市、神栖市、行方市、潮来市 

古古河河・・坂坂東東：古河市、坂東市、五霞町、境町 

筑筑西西・・下下妻妻：筑西市、下妻市、結城市、桜川市、八千代町 

④会員数の変移（図４）

図図３３  医医療療圏圏別別会会員員数数（（施施設設会会員員））  

図図４４  会会員員数数のの変変移移  
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令令和和２２年年度度  公公益益社社団団法法人人  茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会  代代議議員員名名簿簿  

添付「士会代議員（R2 年度）」 
をレイアウトに合わせ挿入してくださ

い

所属ブロック 氏名 所属

1

水戸

金子　哲 水戸赤十字病院

2 武藤　久司 水戸メディカルカレッジ

3 笠原　鉄聡 介護老人保健施設みがわ

4 磯部　紀仁 介護老人保健施設シルバービレッジ

5 渡邊　勧 介護老人保健施設桜の郷　敬愛の杜

6 和田　敏裕 誠潤会水戸病院

7 鈴木　康平 水戸メディカルカレッジ

8 鈴木　紀美惠 水戸赤十字病院

9 長谷川　聡 水戸メディカルカレッジ

10 鈴木　和成 立川記念病院

11 今　絵理佳 茨城県立健康プラザ

12 古澤　綾 茨城県立健康プラザ

13 矢野　敦大 茨城県立健康プラザ

14 福田　友 立川記念病院

15 髙橋　千晶 水戸済生会総合病院

16 山口　勝彦 水戸済生会総合病院

17

日立

柴田　みどり 介護老人保健施設おはよう館

18 根本　悟嗣 県北医療センター高萩協同病院

19 佐川　修平 嶋崎病院

20 遠藤　卓也 ひたち医療センター

21 平田　清次 ひたち医療センター

22 佐々木　武人 日立総合病院

23

常陸太田・ひたちなか

神林　幸生 吉成医院

24 長谷川　大悟 特別養護老人ホームサンフラワーひたちなか

25 鈴山　祐二 ひたちなか総合病院

26 佐藤　誠 ひたちなか総合病院

27 珍田　優一 恵愛小林クリニック

28 山中　亮太 茨城北西総合リハビリテーションセンター

29 伊藤　彰良 茨城北西総合リハビリテーションセンター

30 鈴木　智也 西山堂慶和病院

31 立花　淳二 勝田病院

32

鹿行

圷　真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘

33 土谷　隆伸 小山記念病院

34 小沼　志帆 介護老人保健施設フロンティア鉾田春の場所

35

土浦

直井　洋明 土浦市療育支援センター

36 加藤　行一 神立病院

37 犬田　和成 アール医療福祉専門学校

38 高田　祐 アール医療福祉専門学校

39 末広　ゆかり 県南病院

40 中安　健 総合病院土浦協同病院

41 上木　祐介 らふえる訪問看護ステーション

42 奥山　剛 介護老人保健施設ホワイトハウス千代田

43 谷口　圭佑 アール医療福祉専門学校

44 髙尾　敏文 つくば国際大学

45 秋田　哲 総合病院土浦協同病院

46 飯村　章 山王台病院
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令令和和２２年年度度  公公益益社社団団法法人人  茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会  代代議議員員名名簿簿  

添付「士会代議員（R2 年度）」 
をレイアウトに合わせ挿入してくださ

い

所属ブロック 氏名 所属

1

水戸

金子　哲 水戸赤十字病院

2 武藤　久司 水戸メディカルカレッジ

3 笠原　鉄聡 介護老人保健施設みがわ

4 磯部　紀仁 介護老人保健施設シルバービレッジ

5 渡邊　勧 介護老人保健施設桜の郷　敬愛の杜

6 和田　敏裕 誠潤会水戸病院

7 鈴木　康平 水戸メディカルカレッジ

8 鈴木　紀美惠 水戸赤十字病院

9 長谷川　聡 水戸メディカルカレッジ

10 鈴木　和成 立川記念病院

11 今　絵理佳 茨城県立健康プラザ

12 古澤　綾 茨城県立健康プラザ

13 矢野　敦大 茨城県立健康プラザ

14 福田　友 立川記念病院

15 髙橋　千晶 水戸済生会総合病院

16 山口　勝彦 水戸済生会総合病院

17

日立

柴田　みどり 介護老人保健施設おはよう館

18 根本　悟嗣 県北医療センター高萩協同病院

19 佐川　修平 嶋崎病院

20 遠藤　卓也 ひたち医療センター

21 平田　清次 ひたち医療センター

22 佐々木　武人 日立総合病院

23

常陸太田・ひたちなか

神林　幸生 吉成医院

24 長谷川　大悟 特別養護老人ホームサンフラワーひたちなか

25 鈴山　祐二 ひたちなか総合病院

26 佐藤　誠 ひたちなか総合病院

27 珍田　優一 恵愛小林クリニック

28 山中　亮太 茨城北西総合リハビリテーションセンター

29 伊藤　彰良 茨城北西総合リハビリテーションセンター

30 鈴木　智也 西山堂慶和病院

31 立花　淳二 勝田病院

32

鹿行

圷　真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘

33 土谷　隆伸 小山記念病院

34 小沼　志帆 介護老人保健施設フロンティア鉾田春の場所

35

土浦

直井　洋明 土浦市療育支援センター

36 加藤　行一 神立病院

37 犬田　和成 アール医療福祉専門学校

38 高田　祐 アール医療福祉専門学校

39 末広　ゆかり 県南病院

40 中安　健 総合病院土浦協同病院

41 上木　祐介 らふえる訪問看護ステーション

42 奥山　剛 介護老人保健施設ホワイトハウス千代田

43 谷口　圭佑 アール医療福祉専門学校

44 髙尾　敏文 つくば国際大学

45 秋田　哲 総合病院土浦協同病院

46 飯村　章 山王台病院
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令令和和２２年年度度  公公益益社社団団法法人人  茨茨城城県県理理学学療療法法士士会会  代代議議員員名名簿簿  

添付「士会代議員（R2 年度）」 
をレイアウトに合わせ挿入してくださ

い

47

つくば

鹿内　英樹 しみず整形外科リハビリクリニック

48 川島　達宏 いちはら病院

49 藤原　祐介 筑波記念病院

50 倉田　俊洋 いちはら病院

51 渡邉　大貴 筑波大学

52 森田　英隆 いちはら病院

53 篠田　宗一郎 いちはら病院

54 飯塚　陽 筑波記念病院

55 大曽根　賢一 筑波メディカルセンター病院

56 峯岸　忍 筑波メディカルセンター病院

57 下村　哲志 筑波学園病院

58 小林　貴太 筑波学園病院

59 小澤　俊仁 筑波学園病院

60 大好　崇史 筑波記念病院

61 飯野　和徳 筑波記念病院

62 宮﨑　仁 筑波記念病院

63 金森　毅繁 筑波記念病院

64 椎名　勇人 筑波記念病院

65 毛利　成孝 つくばフィジカルフィットネススタジオ

66 江口　哲男 筑波メディカルセンター訪問看護ふれあい

67 滑川　博紀 筑波メディカルセンター病院

68

取手・龍ケ崎

小手　彰太 株式会社シアメット

69 鈴木　猛 つくばセントラル病院

70 石井　翔 ゆめみ野クリニック整形外科

71 若林　一樹 けやき台整形外科クリニック

72 深谷　大輔 総合守谷第一病院

73 氣田　和希 けやき台整形外科クリニック

74 丸山　真範 茨城リハビリテーション病院

75 松井　弘子 取手北相馬保健医療センター医師会病院

76 佐野　久美子 茨城県立医療大学付属病院

77 内田　智子 茨城県立医療大学付属病院

78 須藤　聡 JA とりで総合医療センター

79 箱守　正樹 JA とりで総合医療センター

80 遠藤　博 JA とりで総合医療センター

81 橋爪　佑子 茨城県立医療大学付属病院

82 山本　哲 茨城県立医療大学

83 栁町　幹 茨城リハビリテーション病院

84 中島　弘 東京医科大学茨城医療センター

85 西山　徹 東京医科大学茨城医療センター

86 青山　敏之 茨城県立医療大学

87 大関　直也 東京医科大学茨城医療センター

88 押野　泰史 つくばセントラル病院

89 松田　智行 茨城県立医療大学

90

筑西・下妻

牧野　広之 介護老人保健施設健田

91 滝澤　修 結城病院

92 森　洋輔 城西病院

93 落合　博之 城西病院

94 飯島　正亮 訪問看護ステーション春風
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令令和和２２年年度度  公公益益社社団団法法人人  日日本本理理学学療療法法士士協協会会  代代議議員員名名簿簿  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

添付「協会代議員（R2 年度）」 
をレイアウトに合わせ挿入してくださ

い 
 
 

95
筑西・下妻

小橋　正和 湖南病院

96 白井　陽平 協和中央病院

97

古河・坂東

荒井　秀行 友愛記念病院

98 向井　佑太 友愛記念病院

99 田村　卓 総和中央病院

100 羽鳥　弘輝 茨城西南医療センター病院

101 菅井　康弘 茨城西南医療センター病院

102 廣嶋　俊秀 古河総合病院

103 青栁　敏之 介護老人保健施設寿桂苑

氏名 所属

1 長谷川　大悟 介護老人福祉施設サンフラワーひたちなか

2 平田　清次 社会医療法人愛宣会ひたち医療センター

3 瀧原　純 総合病院　土浦協同病院

4 長谷川　聡 水戸メディカルカレッジ

5 森　洋輔 城西病院

6 深谷　大輔 総合守谷第一病院

7 唐澤　幹男 株式会社 Total・Body・Make

8 大曽根　賢一 筑波メディカルセンター病院

令令和和２２年年度度  役役員員名名簿簿  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

昨年と同じものをレイアウトに合わせ

挿入してください 

47 

つくば 

川島 達宏 いちはら病院 

48 森田 英隆 いちはら病院 

49 倉田 俊洋 いちはら病院 

50 藤原 祐介 筑波記念病院 

51 唐澤 幹男 Total Body Make 

52 毛利 成孝 つくばフィジカルフィットネススタジオ 

53 江口 哲男 筑波メディカルセンター訪問看護ふれあい 

54 飯塚 陽 筑波記念病院 

55 松本 慎也 筑波記念病院 

56 梶間 健史 いちはら病院 

57 宮﨑 仁 筑波記念病院 

58 金森 毅繁 筑波記念病院 

59 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 

60 峯岸 忍 筑波メディカルセンター病院 

61 滑川 博紀 筑波メディカルセンター病院 

62 一ノ瀬 陽子 筑波メディカルセンター病院 

63 渡邉 大貴 筑波大学 

64 下村 哲志 筑波学園病院 

65 本田 敏朗 筑波学園病院 

66 古澤 弦 筑波記念病院 

67 鹿内 英樹 しみず整形外科リハビリクリニック 

68 金井 欣秀 茨城県立医療大学 

69 小手 彰太 自宅 

70 山本 哲 茨城県立医療大学 

71 丸山 真範 茨城リハビリテーション病院 

72 大関 直也 東京医科大学茨城医療センター 

73 吉川 憲一 茨城県立医療大学付属病院 

74 榎本 景子 茨城県立医療大学付属病院 

75 佐野 岳 茨城県立医療大学付属病院 

76 氣田 和希 けやき台整形外科クリニック 

77 淺野 信一 つくばセントラル病院 

78 松井 弘子 取手北相馬保健医療センター医師会病院 

79 栁町　幹 茨城リハビリテーション病院 

80 鈴木 猛 つくばセントラル病院 

81 青山 敏之 茨城県立医療大学 

82 藤田 剛史 ゆめみ野クリニック整形外科 

83 深谷 大輔 総合守谷第一病院 

84 

取手・龍ケ崎 

西山 徹 東京医科大学茨城医療センター 

85 中島 弘 東京医科大学茨城医療センター 

86 矢上 健二 JA とりで総合医療センター 

87 板垣 昭宏 JA とりで総合医療センター 

88 豊田 和典 JA とりで総合医療センター 

89 松田 智行 茨城県立医療大学 

90 

筑西・下妻 

牧野 広之 結城病院 

91 飯島 正亮 介護老人保健施設健田 

92 高石 直紀 湖南病院・とき田クリニック 

令和元年度 公益社団法人 日本理学療法士協会 代議員名簿

職名 氏名 所属 

会長 浅川 育世 茨城県立医療大学 

副会長・専務理事 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 

副会長 直井 洋明 土浦市療育支援センター 
 森田  英隆 いちはら病院 

常任理事・事務局長 平田 清次 ひたち医療センター 

常任理事 金子 哲 水戸赤十字病院 
 川﨑 仁史 茨城北西総合リハビリテーションセンター 
 瀧原 純 総合病院土浦協同病院 

松田 智行 茨城県立医療大学 

理事 圷 真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘 

荒井 秀行 友愛記念病院 
 唐澤 幹男 Total Body Make 

國谷 伸一 立川記念病院 

桜井 哲也 結城病院 

下神納木 加枝 アイ動物医療センター

鈴木 和江 茨城県理学療法士会 

髙橋 千晶 水戸済生会総合病院 

長谷川 大悟 介護老人福祉施設サンフラワーひたちなか 

廣嶋 俊秀 古河病院 

監事 淺野 信一 つくばセントラル病院 

（外部） 橋本 英之 橋本公認会計士事務所 

昨年と同じものを挿入してください

昨年と同じものを挿入してください

令和元年度 公益社団法人 茨城県理学療法士会役員名簿
職名 氏名 所属 

会長 浅川 育世 茨城県立医療大学

副会長・専務理事 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 

副会長 直井 弘明 土浦市療育支援センター

森田 英隆 いちはら病院

常任理事・事務局長 平田 清次 ひたち医療センター

常任理事 金子 哲 水戸赤十字病院 

川﨑 仁志 茨城北西総合リハビリテーションセンター 

瀧原 純 総合病院土浦協同病院

松田 智行 茨城県立医療大学

理事 圷 真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘 

荒井 秀行 友愛記念病院

唐澤 幹男 Total Body Make

國谷 伸一 立川記念病院

桜井 哲也 結城病院

下神納木 加枝 アイ動物医療センター

鈴木 和江 茨城県理学療法士会

髙橋 千晶 水戸済生会総合病院

長谷川 大悟 介護老人福祉施設サンフラワーひたちなか 

廣嶋 俊秀 古河病院

監事 淺野 信一 つくばセントラル病院

（外部） 橋本 英之 橋本公認会計士事務所

昨年と同じものを挿入してください

昨年と同じものを挿入してください

令令和和 22 年年度度  各各局局部部員員名名簿簿  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年と同じものをレイアウトに合わせ

挿入してください 



18

令令和和２２年年度度  公公益益社社団団法法人人  日日本本理理学学療療法法士士協協会会  代代議議員員名名簿簿  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

添付「協会代議員（R2 年度）」 
をレイアウトに合わせ挿入してくださ

い 
 
 

95
筑西・下妻

小橋　正和 湖南病院

96 白井　陽平 協和中央病院

97

古河・坂東

荒井　秀行 友愛記念病院

98 向井　佑太 友愛記念病院

99 田村　卓 総和中央病院

100 羽鳥　弘輝 茨城西南医療センター病院

101 菅井　康弘 茨城西南医療センター病院

102 廣嶋　俊秀 古河総合病院

103 青栁　敏之 介護老人保健施設寿桂苑

氏名 所属

1 長谷川　大悟 介護老人福祉施設サンフラワーひたちなか

2 平田　清次 社会医療法人愛宣会ひたち医療センター

3 瀧原　純 総合病院　土浦協同病院

4 長谷川　聡 水戸メディカルカレッジ

5 森　洋輔 城西病院

6 深谷　大輔 総合守谷第一病院

7 唐澤　幹男 株式会社 Total・Body・Make

8 大曽根　賢一 筑波メディカルセンター病院

令令和和２２年年度度  役役員員名名簿簿  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

昨年と同じものをレイアウトに合わせ

挿入してください 

47 

つくば 

川島 達宏 いちはら病院 

48 森田 英隆 いちはら病院 

49 倉田 俊洋 いちはら病院 

50 藤原 祐介 筑波記念病院 

51 唐澤 幹男 Total Body Make 

52 毛利 成孝 つくばフィジカルフィットネススタジオ 

53 江口 哲男 筑波メディカルセンター訪問看護ふれあい 

54 飯塚 陽 筑波記念病院 

55 松本 慎也 筑波記念病院 

56 梶間 健史 いちはら病院 

57 宮﨑 仁 筑波記念病院 

58 金森 毅繁 筑波記念病院 

59 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 

60 峯岸 忍 筑波メディカルセンター病院 

61 滑川 博紀 筑波メディカルセンター病院 

62 一ノ瀬 陽子 筑波メディカルセンター病院 

63 渡邉 大貴 筑波大学 

64 下村 哲志 筑波学園病院 

65 本田 敏朗 筑波学園病院 

66 古澤 弦 筑波記念病院 

67 鹿内 英樹 しみず整形外科リハビリクリニック 

68 金井 欣秀 茨城県立医療大学 

69 小手 彰太 自宅 

70 山本 哲 茨城県立医療大学 

71 丸山 真範 茨城リハビリテーション病院 

72 大関 直也 東京医科大学茨城医療センター 

73 吉川 憲一 茨城県立医療大学付属病院 

74 榎本 景子 茨城県立医療大学付属病院 

75 佐野 岳 茨城県立医療大学付属病院 

76 氣田 和希 けやき台整形外科クリニック 

77 淺野 信一 つくばセントラル病院 

78 松井 弘子 取手北相馬保健医療センター医師会病院 

79 栁町　幹 茨城リハビリテーション病院 

80 鈴木 猛 つくばセントラル病院 

81 青山 敏之 茨城県立医療大学 

82 藤田 剛史 ゆめみ野クリニック整形外科 

83 深谷 大輔 総合守谷第一病院 

84 

取手・龍ケ崎 

西山 徹 東京医科大学茨城医療センター 

85 中島 弘 東京医科大学茨城医療センター 

86 矢上 健二 JA とりで総合医療センター 

87 板垣 昭宏 JA とりで総合医療センター 

88 豊田 和典 JA とりで総合医療センター 

89 松田 智行 茨城県立医療大学 

90 

筑西・下妻 

牧野 広之 結城病院 

91 飯島 正亮 介護老人保健施設健田 

92 高石 直紀 湖南病院・とき田クリニック 

令和元年度 公益社団法人 日本理学療法士協会 代議員名簿

職名 氏名 所属 

会長 浅川 育世 茨城県立医療大学 

副会長・専務理事 大曽根 賢一 筑波メディカルセンター病院 

副会長 直井 洋明 土浦市療育支援センター 
 森田  英隆 いちはら病院 

常任理事・事務局長 平田 清次 ひたち医療センター 

常任理事 金子 哲 水戸赤十字病院 
 川﨑 仁史 茨城北西総合リハビリテーションセンター 
 瀧原 純 総合病院土浦協同病院 

松田 智行 茨城県立医療大学 

理事 圷 真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘 

荒井 秀行 友愛記念病院 
 唐澤 幹男 Total Body Make 

國谷 伸一 立川記念病院 

桜井 哲也 結城病院 

下神納木 加枝 アイ動物医療センター
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髙橋 千晶 水戸済生会総合病院 
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廣嶋 俊秀 古河病院 
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（外部） 橋本 英之 橋本公認会計士事務所 

昨年と同じものを挿入してください

昨年と同じものを挿入してください
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瀧原 純 総合病院土浦協同病院

松田 智行 茨城県立医療大学

理事 圷 真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘 

荒井 秀行 友愛記念病院

唐澤 幹男 Total Body Make

國谷 伸一 立川記念病院

桜井 哲也 結城病院

下神納木 加枝 アイ動物医療センター

鈴木 和江 茨城県理学療法士会

髙橋 千晶 水戸済生会総合病院

長谷川 大悟 介護老人福祉施設サンフラワーひたちなか 

廣嶋 俊秀 古河病院

監事 淺野 信一 つくばセントラル病院

（外部） 橋本 英之 橋本公認会計士事務所

昨年と同じものを挿入してください

昨年と同じものを挿入してください

令令和和 22 年年度度  各各局局部部員員名名簿簿  
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昨年と同じものをレイアウトに合わせ

挿入してください 

局名 部名 職名 氏名 所属

社会・職能局 局長 直井　洋明 土浦市療育支援センター

担当理事 圷　真毅 特別養護老人ホーム樅の木荘

地域ケア推進事業部 部長 佐藤　誠 ひたちなか総合病院

部員 鈴山　祐二 ひたちなか総合病院

地域自立支援センター
推進事業部

部長 鈴木　和江
茨城県理学療法士会　北茨城地域自立支援
センター

部員 神林　薫 やすらぎの丘温泉病院

高木　和宏 北茨城市民病院

スポーツ支援事業部 部長 鈴木　康文 つくば国際大学

部員 田村　耕一郎 広瀬医院

永井　智 つくば国際大学

中村　功 水戸赤十字病院

学術・教育局 局長 松田　智行 茨城県立医療大学

担当理事 唐澤　幹男 Total・Body・Make

学会・学術誌部 部長 佐野　歩 茨城県立医療大学付属病院

学会担当 高尾　敏文 つくば国際大学

学術誌担当 渡邊　昌宏 つくば国際大学

ブロック症例発表
担当

飯野　和徳 筑波記念病院

生涯学習部 部長 福田　友 立川記念病院

課題別研修会担当 加藤　行一 神立病院

神林　幸生 吉成医院

鈴木　和成 介護老人保健施設シルバービレッジ

階層別研修会担当 山本　達也 水戸中央病院

荒井　秀行 友愛記念病院

照山　祥大 介護老人保健施設シルバービレッジ

資格認証研修会
担当

永井　智 つくば国際大学

金榮　香子 茨城県立医療大学付属病院

毛利　成孝 つくばフィジカルフィットネススタジオ

会計担当 武井　修 つくばセントラル病院

部員 佐野　岳 茨城県立医療大学付属病院

儘田　雄佑 水戸ブレインハートセンター

広瀬　愛 茨城県立中央病院

卒前教育部 部長 高田　祐 アール医療福祉専門学校

部員 篠崎　真枝 茨城県立医療大学
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普及・啓発局 局長 森田　英隆 いちはら病院

担当理事 下神納木　加枝 アイ動物医療センター

広報部 部長 倉田　俊洋 いちはら病院

部員 柴田　洋佑 サポートセンターきずな PLUS

藤田　剛史 木村クリニック

理学療法啓発部 部長 峯岸　忍 筑波メディカルセンター病院

部員 一ノ瀬　陽子 筑波メディカルセンター病院

調査・情報部 部長 長谷川　大悟 特別養護老人ホームサンフラワーひたちなか

医療保険担当 鹿内　英樹 しみず整形外科リハビリクリニック

介護保険担当 師山　俊輔 特別養護老人ホーム竜成園

事務局 局長 平田　清次 ひたち医療センター

次長　総務担当 笠原　鉄聡 介護老人保健施設みがわ

担当理事 髙橋　千晶 水戸済生会総合病院

総務担当 和田　敏裕 誠潤会水戸病院

海野　聡 介護老人保健施設エバーグリーン

鈴木　智也 西山堂慶和病院

横田　大輔 水戸ブレインハートセンター

住谷　辰徳 介護老人保健施設ひまわり水戸

財務担当
（担当理事）

瀧原　純 土浦協同病院

川﨑　仁史 茨城北西総合リハビリテーションセンター

庶務担当 山口　勝彦 水戸済生会総合病院

共益担当 菅井　康弘 茨城西南医療センター病院

ブロック担当
（担当理事）

荒井　秀行 友愛記念病院

廣嶋　俊秀 古河総合病院

政策担当
（担当理事）

桜井　哲也 結城病院

國谷　伸一 立川記念病院

委員会担当
特定事業担当
（担当理事）

金子　哲 水戸赤十字病院

定款組織検討委員会 委員長 長谷川　聡 水戸メディカルカレッジ

表彰委員会 委員長 前田　信道 JA とりで総合医療センター

倫理委員会 委員長 薄葉　真理子 筑波技術大学

選挙管理員会 委員長 金森　毅繁 筑波記念病院

代議員選挙管理委員会 委員長 沼尻　一哉 茨城西南医療センター病院

令令和和 22 年年度度  賛賛助助会会員員名名簿簿  
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令令和和 22 年年度度  賛賛助助会会員員名名簿簿  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付「賛助会員名簿（R2 年度）」 
をレイアウトに合わせ挿入 

社名 郵便番号 住所

1 テクノブレイス株式会社 347-0063 埼玉県加須市久下 1696-1

2 株式会社・デベロ 310-0841 茨城県水戸市酒門町 1744-2

3 有限会社・ヨシフク 310-0841 茨城県水戸市酒門町 1437-3

4 株式会社・ロングライフ 311-4164 茨城県水戸市谷津町細田 1-8

5 株式会社・茨城福祉サービス 315-0033 茨城県石岡市東光台 4-9-3

6 株式会社・セキショウライフサポート 308-0841 茨城県筑西市二木成 827

7 株式会社・幸和義肢研究所 305-0845 茨城県つくば市大白硲 341-1

8 株式会社・三陽・水戸営業所 310-0852 茨城県水戸市笠原町 1510

9 株式会社・東亜義肢 331-0062 埼玉県さいたま市西区土屋 515

10 医療法人社団青潤会・青柳病院 310-0817 茨城県水戸市柳町 2-10-11

11 三井住友海上火災保険株式会社・茨城支店水戸第二支社 310-0021
水戸市南町 2-6-10

水戸証券ビル 5 階

12 茨城県理学療法士連盟 310-0034 茨城県水戸市緑町 3-5-35

13 株式会社・レイモンド・チル 153-0043
東京都目黒区東山 1-6-2

TPR 中目黒ビル 6 階
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巻巻頭頭言言  
 

 

 

 

公益社団法人 茨城県理学療法士会  

第 10 代会長 浅川 育世 

（茨城県立医療大学） 

      

 

 

 

2020 年 1 月に日本国内において新型コロナウイルス感染症（COVID-19）第一例が確認され、全く収束

の兆しが見えないまま 2020 年度は過ぎていきました。 

本会は公益社団法人として、県民の医療・保健・福祉の増進に寄与することを目的に事業計画を立て、多岐

に渡る活動をしてまいりましたが、COVID-19 は本会の事業にも大きな影響を及ぼしました。 

10 月 17 日・18 日に担当士会として開催予定であった第 39 回関東甲信越ブロック理学療法学会は協議

会における検討を経て中止が決定され、県内の会員ばかりではなく、関東甲信越ブロック理学療法士の学ぶ機

会を失ってしまいました。その他、高齢者の介護予防を目的に継続してきた介護予防関連事業についても中止

せざるを得ない状況となりました。そのようなコロナ禍において、本会は事業実施の方法について検討を重ね、

不十分ながらも一部の事業について新たな形で実施してまいりました。 

7 月 5 日に実施されました第 24 回茨城県理学療法士学会は当初中止も視野に検討を進めましたが、学会実

行委員の尽力によりオンライン形式にて開催することができました。私たち理学療法士は学び止めてはいけな

いことを示すことができました。また介護予防関連事業については対面形式での実施はできませんでしたが、

介護予防の啓発として、県内全市町村に理学療法ハンドブックを配布し、介護予防の重要性を訴えることがで

きました。一方、筑西市に開所した相談支援事業所ひなたでは 100 名を超える利用者との契約を結び、筑西

周辺地区の福祉に貢献することができました。 

研修会などは開催形式を変え、オンラインを活用することで、十分な内容で開催することが可能であること

を学びました。また、本会の責務である、県民の医療・保健・福祉の増進に寄与することについても、工夫す

ることで十分お役に立てることも学びました。COVID-19 の収束の兆しが見えない状況でこれらのことを学

んだことは、本会にとっては大きな力を得たものと思います。 

昨年度組織強化の一環として立ち上げた学生会員制度については、残念ながら学生会員同士の交流を図るこ

とはできませんでしたが、県内病院・施設と学生間でオンラインによる就職懇談会を実施し、県内養成校の卒

業生の多くを県内就職に導くことができました。今後彼らをしっかりと育てていく環境を提供することも本会

の役目であると思っております。 

2021 年度には本会は設立 50 周年を迎えます。大変厳しい状況の中でもしっかりと、県民の医療・保健・

福祉の増進に寄与する基盤形成ができた 1 年となったのではないかと思います。 

COVID-19 により、私たち医療従事者は大変な状況ではございますが、しっかりと手を取り合って、立ち向

かってまいりたいと思います。関係各位におかれましては今後ともより一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 




